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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和 5 年度 第 3 回中郷区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

（１）報告（公開） 

  ・中郷区におけるビレッジプランの令和 5 年度の取組概要について 

  ・地域自治の推進に向けたヒアリング調査について 

 (２) 協議（公開） 

 ・自主的審議事項「中郷区型コミュニティバスのあるべき姿」について 

（３）その他（公開） 

３ 開催日時 

令和 5 年 6 月 27 日（火） 午後 6 時 30 分から午後 7 時 35 分まで 

４ 開催場所 

  中郷コミュニティプラザ ホール 

５ 傍聴人の数 

0 人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委  員：髙橋京子（副会長）、荒川清尊、髙橋達也、竹内昭彦、松原 功、

村越勝彦、陸川昇一（欠席 5 人）  

・事 務 局：中郷区総合事務所 髙波所長、加藤次長(総務・地域振興グループ

長事務取扱)、宮尾市民生活・福祉グループ長（教育・文化グルー

プ長併任）、桐山地域振興班長、津島地域振興班主事、兒玉産業建

設業務窓口班長、早川税・市民生活班長、髙橋福祉班長 

      板倉区総合事務所 関根産業グループ長、上越地域振興局 普及課

中村課長代理（以下、グループ長はＧ長と表記。） 
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8 発言の内容（要旨） 

【桐山班長】 

  会議の開会を宣言。 

上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 2 項の規定により、委員の半数

以上の出席を確認、会議の成立を報告。 

【髙橋（京）副会長】 

会議録確認を松原功委員と村越勝彦委員に依頼。 

報告（1）中郷区におけるビレッジプランの令和 5 年度の取組概要について、報

告を求める。 

【関根 G 長】 

  資料№1-3「みらい農業づくり会議」開催状況と「将来ビジョン」取組内容の一

覧表を基に説明。 

【中村課長代理】 

  資料№1-1 中郷区におけるビレッジプランの取組概要及び資料№1-2 ビレッジ

プラン上越市中郷区の取組（令和 4 年度下半期）を基に説明。今年度の活動につ

いては、7 月 6 日に会議を開催し検討することとしている。 

【髙橋（達）委員】 

令和 4 年度の取組の中で説明のあった首都圏での交流イベント参加について、

今年度も実施する予定はあるか。継続が大事だと思うが、定期的に参加する見込

みはあるか。 

【中村課長代理】 

  今年度の取組は、7 月 6 日に開催する会議で検討する予定である。 

【髙橋（達）委員】 

  報告のあった取組には、出来るだけ多くの人から参加していただきたいが、活

動実績など、区内に周知されていない。もっと、周知してほしい。 

【髙橋（京）副会長】 

  せっかくの活動が、地域協議会委員への報告のみでは足りないと感じる。 

【中村課長代理】 

  7 月 6 日に開催する会議で、委員に伝える。 
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【松原委員】 

  ネマガリダケのレシピ集作成開始について、私はネマガリダケを使ったタケノ

コ汁がこの地域で一番好きな食べ物である。二本木駅のイベントで振舞った時も

大好評であったが、今の子ども達は、竹の子の皮むきができない子がいる状況で

ある。ちまきも作れる人が高齢化している。学校教育で取組むなど、何とか地域

に残していただきたいと思う。 

【関根 G 長】 

  中山間地域の振興にとって、文化や風習がとても大事な資源であると認識して

いる。本日、地域協議会で報告させていただいた狙いは、中山間地を支えるため

には農業者に限らず、他の分野の地域の人との連携をもってプランの実現に向け

て取り組んでいきたいと考えているため、ご協力、ご支援、ご指導を願いたい。 

【陸川（昇）委員】 

  私の地域でも法人組織を立ち上げた。稲作を主に考えていたが、畑作も含め、

どのように特産品を作っていくか。以前、米のブランド化を検討したことがあっ

たが、ある程度の量が必要とのことで難航した。今後の見通しがあれば聞きたい。 

【中村課長代理】 

  振興局としても米と園芸ということで、農協と連携しいくつかの重点品目を定

め取組んでいる。お伝えできる情報があれば、今後、情報提供したい。 

【髙橋（京）副会長】 

  以上で、報告（1）中郷区におけるビレッジプランの取組概要については終わる。

関根グループ長、中村課長代理は、ここで退席となる。 

  次に報告（2）地域自治の推進に向けたヒアリング調査について、報告を求める。 

【桐山班長】 

  前回の会議で、地域自治の理想的な姿の考察と作成に向け、地域自治区ごとに

ヒアリングを実施することを報告し、中郷区での対応については、詳細を検討中

と報告した。中郷区では、地域協議会委員には調査票を配付し意見を聞くことと

し、ヒアリングは、まちづくり振興会とさとまる学校の 2 団体を対象に実施する

ことにした。 

【陸川（昇）委員】 

  地域協議会委員が提出する調査票の提出期限を来週月曜日（7 月 3 日）まで延

ばしていただきたい。 

【桐山班長】 

  了解した。 
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【髙橋（達）委員】 

  地域自治推進プロジェクトについて、充分な説明がなく、理解していない部分

がある。地域協議会で勉強会を開くなど知識を深めた中で、調査票への回答を求

めることでより深い回答が出来ると考える。 

【桐山班長】 

  今後の地域自治推進プロジェクトの協議を進める中で、貴重な意見として生か

していきたい。 

【髙橋（京）副会長】 

  協議に移る。自主的審議事項「中郷区型コミュニティバスのあるべき姿」につ

いて、地域協議会が提案し４月から実施している「中郷区内乗合タクシー貸切ツ

アー」の実施状況について、事務局に説明を求める。 

【桐山班長】 

  資料№2「中郷区内乗合タクシー貸切ツアー実績（R5.4.1～R5.6.27）」を基に説

明。参加者からは好意的な感想が寄せられているが、本事業が浸透していないた

め、参加者集めに苦慮している状況である。 

【松原委員】 

  参加費はいくらで実施しているか。 

【桐山班長】 

  一人 200 円で実施している。 

【髙橋（達）委員】 

  現状、実施出来ないことは理解しているが、ひばり荘を利用したツアーに期待

してしまう。体験できるメニュー、例えば、まが玉づくりや笹取り、ちまきづく

りなどを取り入れても面白いと思う。 

【髙橋（京）副会長】 

  地域の文化継承の要素を取り入れることはよい。10 年後を見据えて、次の世代

が参加できる企画も取り入れてはどうか。また、実施したツアーを検証するとき

に、第 3 者の観点があっても良いのではないか。 

【荒川委員】 

  私の住んでいる南部地域では、タクシーを使っている様子がない。昔から南部

地域の人は、駅を利用するときは二本木駅ではなく関山駅に行く。新聞も、関山

の販売店から配達されるといった違いがある。南部地域の人たちにも参加しても

らいたいと思うが、現状では浸透していない感覚である。利用者について、男女

別や年齢、地域などもわかるともう少し分析できるのではないか。 
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【竹内（昭）委員】 

  まだ 3 回だけの結果なので、もう少し実績を積み重ねた中で状況を見たい。南

部地域はそば祭りなどの行事も多いので、行事を体験するツアーを実施してみる

のも良いのではないか。 

【村越委員】 

  このツアーの目的が、タクシーに乗ってもらうこととその意見を聞くところに

ある。3 回の結果からは順調に動き出したと思う。今後、夏休みなどに子ども向け

のツアー企画があれば協力したい。よい企画があれば、同じ企画で運行しても参

加者が変われることが考えられるので、何度も実施して良いのではないか。 

【陸川（昇）委員】 

  竹内（昭）委員、村越委員の意見と概ね同じ意見。体験するツアー企画に関し

ては、「わらじ寿司」も面白いと思う。 

【桐山班長】 

  乗合タクシーの利用では、通院など、必要に迫られて利用していた人が、この

ツアーによって、家族に頼まなくても好きなところに行けて良かったとの感想も

あり、目的どおりの運行が出来ていると認識している。タクシーに乗ってもらう、

使ってもらうことで、効果が出ると考えられるため、ある程度、長く続けること

も大事ではないかと感じている。 

【髙橋（京）副会長】 

  タクシー利用によって、自分の生活が潤ってくる様子が芽生えて来ると、提案

した地域協議会としても大変嬉しいことだと思う。本日の協議は、これで終わる

が、次回の地域協議会では、7 月の実施状況の確認と、次年度の地域独自の予算に

向けた検討や、子どもの居場所づくりにもつなげてくための協議を行いたい。 

  その他、事務局、委員から何かあるか。 

【松原委員】 

  食堂ミサが、夕方 6 時までの営業になった。高校生のアルバイトが確保できな

いなど人材不足が原因のようだ。他の有名なラーメン店も早く閉めている。市内

の雇用状況がわかれば知りたい。 

【髙波所長】 

  みなさんにお知らせできる情報はつかんでいない。全国的な情報としては、コ

ロナ禍で従業員を減らし、客は戻りつつあるが従業員が戻らず苦戦している話が

あるようだ。次回、市内の状況を関係部署に確認しお答えさせていただく。 

【桐山班長】 
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  本日の配布物を確認。 

【髙橋（京）副会長】 

  以上で、本日の地域協議会は終了とする。今後、地域協議会の開催は、原則と

して第 4 月曜日とし、次回の地域協議会は、7 月 24 日（月）18 時 30 分から、中

郷コミュニティプラザで開催することとする。 

【髙橋（達）委員】 

  追加で一言。先月行われた、4 区地域協議会委員の合同研修会に出席した感想を

伝えたい。地域おこし協力隊の発表の中で、他区の女性の地域おこし協力隊の話

が参考になった。懇親会でもいろんな話が出来て有意義であった。 

【村越委員】 

  家族で移住された地域おこし協力隊がいることに感銘を受けた。中郷区の地域

おこし協力隊員にも家族を見つけてもらえるといいなと思った。 

  他区の地域協議会委員と交流したことで、改めて中郷区の地域協議会は、竹内

（靖）会長にけん引され、中郷らしく進むことが出来ていると感じた。 

   

９ 問合わせ先 

中郷区総合事務所 総務・地域振興グループ 

                    TEL：0255-74-2411（内線 165） 

                     E-mail：nakago-soumu.g@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


